
12号 28

令和 3年度  事業報告書

令和 3年 10月 1日 から令和4年 9月 30日 まで

特定非営利活動法人日本ナルコレプシー協会

1 事業の成果

令和 3年度は、理事会の足元を固める体制面の強化を中心に行い、各事業を展開した。
新型コロナウイルス蔓延による社会情勢を鑑み、非対面型の活動を重点とした活動を行った。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名

(丸数字は定款
に定める事業の

番号)

事業内容 実施

日時

施

所

実

場
従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び

人数

事業費
の金額

(千

円)

学校向け啓発パンフレット

とポスターの送付

10月 ―

9月

館林市

松戸市
2人 22,197人

製薬企業のアンケー ト調
査・インタビュー仲介

7-9月 オンライン 4人 18万人

製薬協患者団体セミナー 11月
オンライン

開催
1人 100万人以上

JPPaC登壇 2月
オンライン

開催
1人 20人

TICPOC C-2書籍座 談会 3月
オンライン

開催
1人 6千人以上

自立支援医療の要望書の厚

労省、国会議員への提出

12月

7月

東京都千代

田区
2人 20万人以上

自立支援医療のオンライン

署名
8月 オンライン 9人 20万人以上

世界ナルコレプシーの日の

啓発動画の発信
9月 *v74 v 9人 20万人以上

ナルコレプ

シーおよび

関連過眠症

患者の啓発

事業

医療情報サイ トの誤った情
報への抗議

7月 tY7.{ Y 9メ、 20万人以上

207

ホームページでの情報発信

維持管理
通年 法人事務所 9人 延べ400万人

2.ナルコレプ

シーおよび

関連過眠症

診断治療の

全国的ネッ

トワークの

構築事業

患者と家族向けの電話・

LINE相談の実施
通年

浦安市

松戸市
2人 498人

45



3.機関紙、調
査研究報告

書の発行事

業

会誌 「なるこ」39号発行 6月 法人事務所 9人 500人

405
医療費に関するアンケー ト

調査
11月 法人事務所 9人 253人

4.海外同種団

体との交流

事業

Project Sleepと の隆b交流
△
7=

2月 オンライン

開催
10人 13人 0

5 患者間体験

交流事業

HNEグループ 通年 法人事務所 2人 145人

0

オンライン雑談会
毎週日

曜 日

オンライン

開催
1人 260人

(2)その他の事業

事業名 事業内容
実施

同時
実施場所

従業員の

人数

事業費
の金額

(千円)

1 睡眠に関す

る資料等の

販売事業

実施せず

2 広告事業 実施せず



8

令和3年度

令和 3年 10月 1日 から令和 4年 9月 30日 まで

日 ル コ レプ

1 受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費

2 受取寄附金
受取寄附金

3 受取助成金等
受取補助金

4 事業収益
①啓発事業収益
②ネットワーク構築事業収益
③機関誌発行事業
④体験交流事業

5 その他収益
受取利息
雑収入

経常収益計

Ⅱ 経常費用
1 事業費

(1)人件費
人件費計

(2)そ の他経費
旅費・交通費
郵送・通信費
消耗品費
支払手数料
交際費
印刷費 (会誌類)

インターネット維持費
講演会講師謝礼
機器使用料

事業費計
2 管理費

(1)人件費
人件費計

(2)そ の他経費
業務委託費
会議費
交際費
旅費・交通費
郵送・通信費
消耗品費
賃貸費
支払手数料
印刷費 (総会)

理事会開催費
雑費
その他経費計

科
日
【 金 □

ｎ

Ｖ

０

０

０

０

０

００６４

14,800
102,971

2,434
870

9,862
446,693
45,765
30,000

377,036
8,800
7,300
3,500

102,524
30,400
120,000
11,475
44,875

220,000
614

926.524



管理費計
経常費用計

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
現金過不足

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

____ユニ堅ユニ単
616.692

ｎ

Ｖ

616,692
0

616,692
1,341.116
1.957.808



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和3年度 貸借対照表

令和 4年 9月 30日 現在

特定非営利活動法人日本ナルコレプシー協会

(単位 :円 )

科
口
日 金 日

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

未収金

流 動 資 産 合 計

1,969,808

1,969,

９
“ 固定資産

(1)有形固定資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ

資 産 合 計 1,969,

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

未払立替金

流 動 負 債 合 計

12,

000

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計 ｎ

Ｖ

負 債 合 計 12,

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

1,341,116

692

正味財産合計 1,957,808

負債及び正味財産合計 1,969,808



令和 3年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人日本ナルコレプシー協会

重要な会計方針

計算書類の作成は,PO会計基準 (2010年 7月 20日 、2011年 11月 20日 一部改正、NPO法人会計基準協議会)に よつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
該当無し

(2)固定資産の減価償却の方法
該当無し

(3)引 当金の計上基準
該当無し

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

該当無し

(5)消費税等の会計処理

税込方法。

2.事 業別損益の状況

合計

1,239,996

916,000
0

46,000
615

2_202_611

科 目 ①啓発事業 ②ネットワー ③機関誌等発行
事業部門計 管理部門

1,239,

916,

46, 46,000

48,578

435

356,783

0
9862

14,800
102,971
2,434

8,

7,

3,

102,

30,
０

０

３

５

０

　

　

０

７

　

９

６

０

　

　

０

８

　

６

７

０

　

　

０

６

５

０

　

　

６

４

４

３

４

11,475

614

44,875

45,

０

０

２

２

２

１

Ｕ^

8,

17,

18,

205,

32,

12,

491,

45,

30,

220,

120,

6,

162

-161_689 -45_91 -405_7 -613. 616_

1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費

人件費計
(2)その他経費

会議費
交際費
旅費・交通費
郵送・通信費
消耗品費
支払手数料

講演会講師謝礼
理事会開催費
賃借料
機器使用料
業務委託費
その他経費計

経常費用計

０
一

И
峰

４

一
９
“

・ｌ

ｒＤ

6,

89,910

30,000

雑費
印刷費
インターネッ

該当無し

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5. 固定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事
項

事業費と管理費の按分方法
・ 各事業に係る印刷費、交通費、交流会費、インターネット維持管理費などは事業費、

総会および理事会開催に係る印刷費、会議費、交通費、通信費など、および事務所賃貸費は管理費
に按分しています。

その他の事業に係る資産の状況
その他の事業に係る資産はありません。

７

，

ｎ
）

内容 期首残高 当期増加額 l 当期減少額 期末残高 備 考

０

〉

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ 01
ｎ

ｖ
ｎ

Ｖ合計

斗目 期首取得価額 取 得 減少 期末取得価額 滅価償却累計額 期末帳簿価額

無 し

無形固定資産

無し

し
ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ
ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ争計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高
無 し

ｎ

ｖ

ｎ

ｖ
Ａ
Ｕ

ｎ

ｖ合計

科 目
計算書類に

計上された
金額

内役員及び

近親者 との
取引

(活動計算書 )

活動計算書計
ｎ

ｖ
ｎ

〉

(貸借対照表)

取引科目無し
貸借対照表計

ｎ

Ｖ

ｎ

ｖ



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和3年度 財産目録

令和 4年 9月 30日 現在

特定非営利活動法人日本ナルコレプシー協会

(単位 :円 )

科
□
日 金 額

I 資産の部

1 流動資産

現金預金

手元現金

ゆうちょ銀行当座預金

ゆうちょ銀行普通預金

住信SBIネ ット銀行
paypal

立替金

流 動 資 産 合 計

2 固定資産

(1)有形固定資産

(有形固定資産はありません)

有形固定資産計

(2)無形固定資産

(無形固定資産はありません)

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

(投資その他の資産はありません)

投資その他の資産計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

仮受金

流 動 負 債 合 計

2 固定負債

(長期借入金その他の固定負債はありません)

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

正 味 財 産

0

1,969,808

1,969,

658,852

129,862

915,564

219,000

46,530

0

0

0

0

12,000

12,000

12,000

0

1,957,808



書式第 18号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 く前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有彙を記載した名簿)

豊定:狙墨壁璽壁△」ヨ L二塑畳互童生壼塵

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1 ①
監事

ハラ タイスケ 令和3年

令和4年

10月   1日

9月  30日

年  月  日

年  月  日原 泰介

2 〇
監事

=<*r9 ) y 3 令和3年

令和4年

10月   1日

9月  30日

年  月 日

日年 月駒沢 典子

3 〇
監事

ワタナベ アイコ 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年  月  日

年  月  日渡辺 愛子

4
⌒

里ヽ翌,監事
シマノ シンイチ 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年

年

月

月

日

日島野 真一

5 〇
監事

イシパシ ユウキ 令和3年 10月   1日

9月  30日令和4年

年 月

月

日

日年石橋 優輝

6 〇
監事

フジモ ト タツヒコ 令和3年 10月  1日

令和4年  9月  30日

年  月  日

年  月  日藤本 辰彦

ワ
‘ 〇 監事

ナカネ アサミ 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年 月

月

日

日年中根 亜紗実

8 〇
監事

カワサキ スグル 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年 月

月

日

日年川崎 俊

9 〇
監事

オザキ トモヒロ 令和3年 10月  1日

令和4年  9月  30日

年

年

月

月

日

日尾崎 友洋

10
⌒

理事筵 奎ノ
シラクラ ミツエ 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年  月  日

年  月  日白倉 満江

11
⌒

理事く監ョ,
フクザフ タクヤ 令和3年  10月  1日

令和4年  9月  30日

年  月  日

年 月 日福澤 拓也



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

壺塑1里1型iコ1塑塾:L旦.杢i星堕!上.■1と|」1塗

氏   名

1 伊藤 享

2 中島 京子

3 峯岸 長利

4 斉藤 綾子

5 小鳥 正昭

6 白井 啓

7 矢田 融海

8 庄司 佳代

9 高橋 カ

10 湯澤 多美子

12


